
大仙市の魅力

　大仙市は、秋田県の中央部やや南よりに位
置し、西部は秋田市、東部は岩手県に接して
います。東に奥羽山脈、西に出羽丘陵が南北
に縦走し、その南北を流れる雄物川とその支
流で東西に流れる玉川を軸に広大な仙北平野
が広がっています。古くから水運と農業に
よって栄えてきたまちで、現在は秋田県第 1
位となる米の収穫量を誇る穀倉地帯です。
　平成17年 3 月に大曲市・神岡町・西仙北
町・中仙町・協和町・南外村・仙北町・太田
町の 8市町村の合併により誕生し、それぞれ
の地域の歴史と伝統を継承しています。

人　口　86,546人
世帯数　31,173世帯
面　積　866.77平方キロメートル
市の花　コスモス
市の木　ケヤキ
市の鳥　カワセミ

※平成27年 2 月現在。秋
田
県
大
仙
市

大仙市マスコット
キャラクター

まるびちゃん
花火玉をイメージした丸い体型
と雪を連想させる白色が特徴で
す。頬には花火が輝きます。

秋田県大仙市ってこんなところ
全国花火競技大会「大曲の花火」

刈和野の大綱引き

国指定名勝旧池田氏庭園

　毎年 8月の第 4土曜日に開催される明治43年
から続く日本最大級の花火競技大会。全国から
選抜された一流の花火師が日本一を目指して競
い合います。

　毎年 2月10日に雄綱約64メートル、雌綱約50
メートル各約10トンを結び合わせた大綱を約 8
千人が引き合います。500年以上の伝統がある
国指定重要無形民俗文化財です。

大仙市

座間市

　

市
と
大
仙
市
の
交
流

は
、
旧
中
仙
町
出
身
で
座

間
市
在
住
の
方
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
平
成
3
年
11

月
に
座
間
市
民
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
へ
旧
中
仙
町
が
参

加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
間
で
の

交
流
が
続
け
ら
れ
、
平
成

10
年
５
月
に
旧
中
仙
町
と

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
7
月
に
は
市

町
村
合
併
後
に
改
め
て
大

仙
市
と
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
毎
年
災
害
対
策

連
絡
会
議
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
座
間
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
の
大
仙
市
訪
問
に
よ
る

青
少
年
間
の
交
流
、
給
水

車
・
中
型
バ
ス
・
高
規
格

救
急
車
の
贈
呈
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
合
同
実

施
な
ど
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
大
仙
市

の
誕
生
10
周
年
を
機
に
友

好
交
流
都
市
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

友
好
交
流
都
市

協
定
締
結
の
経
緯

　東北三大地主と称された池田家が築いた池泉回
遊式の日本庭園。高さ・幅ともに約 4メートルの
大型雪見灯籠と最高級資材「金唐革紙」が使用さ
れた白亜の洋館は圧巻です（通常は非公開） 。

ゃん

　

市
と
秋
田
県
大
仙
市
は
、

　

市
と
秋
田
県
大
仙
市
は
、
33
月月
2121
日
に
大
仙
市
内
で
友
好
交
流
都

日
に
大
仙
市
内
で
友
好
交
流
都

市
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
友
好
交
流
都
市
協
定
の
締
結
は
福
島
県

市
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
友
好
交
流
都
市
協
定
の
締
結
は
福
島
県

須
賀
川
市
に
続
く
国
内

須
賀
川
市
に
続
く
国
内
22
番
目
と
な
り
ま
す
。

番
目
と
な
り
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、
産
業
・
経
済
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅

　

締
結
式
で
は
、
産
業
・
経
済
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅

広
い
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
発
展
と
互
い
の
理

広
い
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
発
展
と
互
い
の
理

解
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
な
友
好
交
流
が
行
わ
れ

解
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
な
友
好
交
流
が
行
わ
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

担
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担
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 大仙市を代表する全国花火競技大会  「大曲の花火」

広報

大豆油インクを使用しています

【座間市のお知らせ】

※写真は昨年のものです。

相
模
川
沿
い
を
彩
る
サ
ク
ラ

◆平成27年（2015年）4月15日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集

市 の 人 口●128,948人（＋30人）
市の世帯数●55,707世帯（＋18世帯）
平成27年3月1日現在（ ）は2月との増減4.15平成27年

（2015年）

976

目　次
● 電気自動車購入などの補助制度のご利用を（２面）
● みんなの健康（3面）
● 平成27年度　当初予算（４・５面）
● ざまインフォメーション（6・7面）
● 第34回座間市緑化祭り（8面）

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046(252)8684（広報広聴人権課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120(111)429 (無料)

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

まちとまちをつなぐまちとまちをつなぐ
友好の輪友好の輪
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.976 平成27年 (2015年) 4 月15日2

　

住
宅
に
、
新
た
に
補
助
対
象

設
備
を
設
置
す
る
、
市
税
の

滞
納
が
な
い
方

○
補
助
対
象
設
備
と
補
助
金
額

　

▽
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
＝
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

あ
た
り
１
万
２
千
円
（
上
限

4
万
円
）
▽
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

＝
４
万
円
▽
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
＝
４
万
円
▽
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
ヘ
ム
ス
）
＝
８
千
円

　

※
い
ず
れ
も
新
品
（
設
置
工

　

市
で
は
湧
水
・
地
下
水

量
の
保
全
の
た
め
、
下
表

の
通
り
雨
水
浸
透
施
設
な

ど
の
設
置
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

※
助
成
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施

し
ま
す
の
で
、
年
度
の
途

中
で
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

送
付
し
た
書
類
、
確
認
申
請

な
ど
の
図
面（
略
図
で
も
可
）、 

建
物
状
況
が
分
か
る
写
真
な

ど
○
申
込
方
法　
４
月
15
日 （
水
） 

〜
５
月
７
日
（
木
）
に
電
話

で
担
当
へ

【
無
料
耐
震
相
談
を
受
け
た
方

へ
の
補
助
】

▽
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
方
＝

耐
震
診
断
費
の
2
分
の
1
（
上

限
5
万
円
）

▽
改
修
計
画
書
の
作
成
を
希
望

す
る
方
＝
改
修
計
画
書
作
成
費

用
の
2
分
の
1（
上
限
5
万
円
）

▽
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る

方
＝
現
場
立
会
い
費
用
の
2
分

○
補
助
対
象
設
備
と
補
助
金
額

①
電
気
自
動
車
＝
１
台
に
つ

き
５
万
円
（
市
内
の
事
業
所

で
生
産
さ
れ
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
を
搭
載
す
る
電
気

自
動
車
の
場
合
は
、
１
台
に

つ
き
15
万
円
）
②
住
宅
用
給

電
シ
ス
テ
ム
＝
１
台
に
つ
き

国
な
ど
の
補
助
金
を
控
除
し

た
額
の
２
分
の
１
の
額
（
据

置
型
は
上
限
３
万
円
、
可
搬

型
は
上
限
１
万
円
）
③
電
気

自
動
車
急
速
充
電
器
（
事
業

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
を
対
象
に
、
無
料
耐
震
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
自
宅
の

耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
第
１
回
相
談
会
】

○
と　

き　

５
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
相
談
時
間　

約
45
分
（
申
込

順
・
時
間
予
約
制
）

○
と
こ
ろ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

３
階
大
会
議
室

○
相
談
員　

神
奈
川
県
建
築
士

事
務
所
協
会　

座
間
支
部
会

員
○
持
ち
物　

受
付
後
に
市
か
ら

　

市
で
は
、
電
気
自
動
車
の
普

及
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
設

備
を
購
入
・
設
置
す
る
方
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
要
件
や
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
担
当
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象　

市
内
に
引
き
続

き
１
年
以
上
在
住
す
る
ま
た

は
事
務
所
か
事
業
所
を
有
す

る
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

の
1
（
上
限
３
万
円
）
と
耐
震

改
修
工
事
費
用
の
2
分
の
1

（
上
限
50
万
円
） 

、
収
入
が
一

定
額
以
下
の
世
帯
は
20
万
円
加

算
、
市
内
施
工
者
に
よ
り
工
事

を
行
う
場
合
は
20
万
円
加
算

※
住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
場
合

に
は
、  

「
所
得
税
額
の
特
別
控

除
」
お
よ
び
「
固
定
資
産
税
額

の
減
税
措
置
」
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
一

財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
の
配

信
す
る
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が

家
の
耐
震
診
断
」
を
利
用
で
き

ま
す
。

※
市
で
は
建
物
の
耐
震
診
断
に

つ
い
て
、
電
話
や
訪
問
な
ど
に

よ
る
個
別
の
勧
誘
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
目

的
で
、 

全
国
大
会
以
上
の
規
模

の
大
会
に
出
場
す
る
方
に
、 

激

励
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。 

○
該
当
と
な
る
大
会　

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
国
民
体
育
大
会
の

正
式
種
目
と
な
っ
て
い
る
競

技
で
、 

国
、 

地
方
公
共
団
体
、 

日
本
体
育
協
会
、
国
際
的
ス

ポ
ー
ツ
団
体
お
よ
び
こ
れ
ら

に
準
ず
る
団
体
が
主
催
す
る

大
会

○
該
当
と
な
る
方　

市
内
に
在

住
・
所
在
す
る
個
人
お
よ
び

団
体
、
県
予
選
会
ま
た
は
選

考
会
な
ど
を
経
て
、
県
の
各

種
目
団
体
の
協
会
・
連
盟
な

　

市
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

推
進
し
、
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
設
備
を
設
置

す
る
方
へ
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
要
件
や
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
担
当
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象　

市
内
の
自
ら
居

住
す
る
ま
た
は
居
住
予
定
の

　

５
月
22
日 （
金
） 〜
24
日  （
日
） 

に
開
催
す
る
公
民
館
ま
つ
り
の

一
般
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。 

○
応
募
資
格　

原
則
と
し
て
座

間
・
入
谷
・
新
田
宿
・
四
ツ

谷
・
明
王
・ 

立
野
台
に
在
住
・ 

　

在
勤
の
方

○
申
込
方
法　

左
表
の
規
定
に

従
い
、
５
月
９
日
（
土
） 

〜

10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
に
直
接
市
公
民
館
２

階
資
料
室
へ

者
の
み
対
象
）
＝
１
基
に
つ

き
国
な
ど
の
補
助
金
を
控
除

し
た
額
の
２
分
の
１
の
額 （
上

限
25
万
円
）

　

※
い
ず
れ
も
新
品
（
未
登
録

の
製
品
）
に
限
り
ま
す
。

○
申
請
期
間　

４
月
16
日 （
木
） 

〜
平
成
28
年
2
月
22
日（
月
） 

※
平
成
28
年
3
月
22
日 （
火
） 

ま
で
に
完
了
報
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法　

①
②
は
購
入
す

る
日
ま
た
は
設
置
す
る
日
の

７
日
前
、
③
は
設
置
す
る
日

の
14
日
前
ま
で
に
、
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接

担
当
へ

募集
作品名 募集規定

俳句・俳画 近作雑詠　一人 2句まで（俳句はＡ 3
までの短冊使用。俳画は色紙使用）

短歌 近作雑詠　一人一首まで
（色紙使用のこと）

川柳 自由題　一人 2句まで（短冊使用）

絵画・版画
一人 1点　日本画・洋画・版画形式
（F10サイズ以内、額縁などはガラス
不可、掛軸は丈 1ｍ以内）

彫
ちょうそ

塑・工芸 一人 1点　展示可能な作品

書道 形式などは自由一人 1点　毛筆･硬筆
（仮表装などの場合は丈 1ｍ以内）

写真
一人 1点　白黒・カラー（パネル・額
縁などのサイズはキャビネ～四つ切・
ワイド四つまで）

手工芸 一人 1点　展示可能な作品

山野草 一人 1点　展示可能な作品

※作品には題名・住所・氏名・年齢・電話番号を明記す
ること（雅号の場合には本名を必ず併記すること）、市
外在住の在勤者は、事業所名を明記してください。

雨水浸透施設などの設置助成額

雨水浸透ます（ 2基以上設置
する場合）

1基当たり12,500円（上限 4
基分）（重点的涵

かんよう

養推進区域
は 1基17,000円）

雨水浸透トレンチ
1メートル当たり6,500円
（ 1メートル未満は切捨て）
（上限は20メートル分）

浸透性アスファルト舗装(100
平方メートル以上の駐車場）

１平方メートル当たり500円
（上限500平方メートル分）

雨水貯留槽（雨水浸透施設に
接続されていない雨どいに設
置する場合は、助成対象外）

本体価格等の半額
（上限25,000円）

○
搬
入
日　

５
月
21
日
（
木
）

○
搬
出
期
間　

５
月
24
日
（
日
） 

午
後
４
時
〜
31
日 （
日
） 

午

後
５
時
（
休
館
日
を
除
く
） 

【
古
本
市
に
ご
協
力
を
】

　

公
民
館
ま
つ
り
で
古
本
市
を

行
い
ま
す
。
不
要
な
本
を
お
持

ち
の
方
は
、
５
月
21
日
（
木
）

ま
で
に
市
公
民
館
1
階
図
書
室

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
は
バ
ザ
ー
を
行
い
ま

せ
ん
。

　

ど
に
推
薦
さ
れ
て
選
手
と
し

て
出
場
す
る
方
、
国
民
体
育

大
会
・
国
際
大
会
に
監
督
・

コ
ー
チ
と
し
て
出
場
す
る
方

○
給
付
金
額　

▽
個
人
（
ダ
ブ

ル
ス
含
む
）
＝
５
千
円
▽
団

体
＝
１
万
円

電
気
自
動
車
購
入
な
ど
の
補
助
制
度
の

ご
利
用
を

担
当 

環
境
政
策
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
6
7
5

 

5
０
４
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2
5
7
）7
7
4
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湧
水
・
地
下
水
量
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保
全
の
た
め
に
ご
協

力
を
〜
雨
水
浸
透
施
設
な
ど
の
設
置
助
成

担
当 

環
境
政
策
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）8
2
1
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5
０
４
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2
5
7
）7
7
4
3

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
関
連
設
備
設
置

補
助
制
度
の
ご
利
用
を

担
当 

環
境
政
策
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
6
7
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5
０
４
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2
5
7
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7
4
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第
34
回
公
民
館
ま
つ
り

〜
一
般
展
示
作
品
・
古
本
の
募
集

担
当 

市
公
民
館　

☎
0
4
6（
2
5
5
）3
1
3
1

 

5
０
４
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7
7
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平
成
27
年
度 

木
造
住
宅
無
料
耐
震
相
談
会

担
当 

建
築
住
宅
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
3
9
6
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市
ス
ポ
ー
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大
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励
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付
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ポ
ー
ツ
課　

☎
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4
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2
5
2
）8
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5
０
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※
年
度
内
に
１
回
の
み
給
付

し
ま
す
。

○
申
請
期
限　

対
象
と
な
る
大

会
開
催
の
14
日
前
ま
で
に
市

役
所
２
階
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
た
給
付
申
請
書
に
予
選

会
・
本
大
会
の
大
会
要
項
、

本
大
会
出
場
が
分
か
る
予
選

会
の
記
録
な
ど
を
添
付
し
て

直
接
担
当
へ

事
未
着
工
の
も
の
）
に
限
り

ま
す
。

　

※
平
成
21
年
度
以
降
に
市
か

ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

関
連
設
備
に
つ
い
て
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
期
間　

４
月
16
日 （
木
） 

〜
平
成
28
年
2
月
22
日（
月
）

　

※
事
業
の
完
了
日
か
ら
30
日

以
内
ま
た
は
平
成
28
年
３
月

22
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
早

い
日
ま
で
に
完
成
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法　

設
置
工
事
に
着

手
す
る
日
の
14
日
前
ま
で
に
、 

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
担
当
へ

雨水貯留槽

雨水浸透ます･雨水浸透トレンチ



市マスコット
キャラクター
  「ざまりん」

0120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス503（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　5046（252）7043

座間市24時間健康電話相談2

担当　健康づくり課 　☎046（252）7225　 046（255）3550
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ところ＝市民健康センター　対象＝初産で妊娠18
～35週の方と夫　受講料＝500円（テキスト代）　
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具　申込方法＝ 5
月 7日（木）までに電話で担当へ

ハローベビークラス（母親父親教室）
とき＝ 4月27日（月）午後 1時15分～ 2時15分受
け付け（時間厳守）　ところ＝市民健康センター
対象＝平成26年10月生まれ(対象者には個人通知） 
と対象月に受けられなかった 1歳未満児

BCG接種
とき＝ 4月17日（金）午前 9時30分～10時30分受
け付け　ところ＝市民健康センター　内容＝身体
測定、食事・発育状態・育児の相談、歯科相談、
発達相談　持ち物＝母子健康手帳　参加方法＝直
接会場へ

とき＝ 4月24日（金）午前10時～11時30分（受け
付けは午前 9時50分まで）　ところ＝市民健康セ
ンター　内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子ど
もの発達や予防接種について　対象＝おおむね 5
～ 6カ月児とその保護者（これから離乳食を始め
る赤ちゃん） 　定員＝30人（申込順）　持ち物＝
母子健康手帳、ティースプーン　申込方法＝電話
予約

育児相談

赤ちゃん教室緊急通報システム事業の
対象を拡大

　ひとり暮らし高齢者などの緊急事態（自然
災害および火災を除く）における不安を解消
させるため、一定年齢以上の方は病気の有無
に関わらず下記の事業が利用できるようにな
りました。
【緊急通報システム事業】
○対　象　市内在住で、自宅に当該事業の利
用が可能な電話回線を有し、①心疾患・ぜ
んそくのため日常生活で注意が必要で、 65
歳以上の方で構成されている世帯または65
歳以上の方と重度障害者で構成されている
世帯②病気の有無にかかわらず75歳以上の
ひとり暮らし世帯または85歳以上の方で構
成されている世帯
○内　容　ボタンを押すだけで緊急通報・健
康相談ができる専用の発信機の貸与など
○申込方法　所定の申請書と誓約書を持って
直接担当へ
　※①に該当する方は、病気を治療している
ことを証明する「薬の説明書」の添付が必
要です。
担当 福祉長寿課

☎046(252)7127　5046(256)3600

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5046（256）2215（緊急時は5119） 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

◆夜 間

月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（252）9090内 科

午後 6時～10時 （診療時間）外 科
月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

受付時間診療場所電話番号診療科目

消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。

◆休日（日曜日・祝日）昼間
受付時間診療場所電話番号診療科目

午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）

1046（252）9090内科・外科
午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時30分1046（252）8217歯 科
午前9時～11時30分、午後1 時30分～4時30分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1042（756）9000耳鼻咽喉科
午前9時～正午、午後 2時～5 時（診療時間）消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。婦人科・眼科

午前9 時～11時45分、午後2時～4 時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

救急診療 担当 医療課　1046（252）7295　5046（252）7043

◆深 夜

午後10時～翌日午前 8時消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。　内科・外科

小児救急情報センター1046（255）9933でご確認ください。小児科
（外科系を除く）

受付時間診療場所診療科目

午後10時～翌日午前 7時
 （重病の場合は午前 8 時）

整備を進めています

地域密着型サービス
　地域密着型サービスとは、家庭的な環境の
下で、利用者の能力や希望に応じた介護やレ
クリエーションなどを行う介護保険のサービ
スの一つで、要介護認定をされた市民のみが
利用できます。市によるサービスを行う事業
者の指定・監督の下、実施されています。
○整備状況（ 4月15日現在）　▽小規模多機
能型居宅介護事業所＝ 3カ所▽認知症対応
型共同生活介護事業所（グループホーム）
＝ 5カ所▽看護小規模多機能型居宅介護事
業所＝ 1カ所整備中（11月開設予定）

○整備予定　下表の通り

担当 介護保険課
☎046(252)7538　5046(252)8238

一部の介護サービスの利用者負担額が変更
　 4月から、介護保険が適用される介護サー
ビスの一部について、介護報酬（利用者に
サービスを提供した場合、その対価として事
業者に支払われる報酬） 1単位当たりの単価
を見直しました（下表参照）。

　これに伴い、利用者負担額が変更される可
能性がありますので、ご注意ください。
　詳しいサービスの種類や利用者負担額など
の確認は、介護支援専門員（ケアマネージャ
ー)、介護サービスを提供する事業所・施設
または担当へお問い合わせください。
担当 介護保険課

☎046(252)7719　5046(252)8238

平成27年 3 月以前
介護サービスの種類

（介護予防サービスを含む）
介護報酬 1単位
当たりの単価

訪問介護／訪問入浴介護／訪問
看護／居宅介護支援 10.42円

訪問リハビリ／通所リハビリ／
短期入所生活介護／小規模多機
能型居宅介護／看護小規模多機
能型居宅介護（複合型サービス）

10.33円

通所介護／短期入所療養介護／
特定施設入居者生活介護／認知
症対応型共同生活介護／介護老
人福祉施設／介護老人保健施設
／介護療養型医療施設

10.27円

平成27年 4 月以降
介護サービスの種類

（介護予防サービスを含む）
介護報酬 1単位
当たりの単価

訪問介護／訪問入浴介護／訪問
看護／居宅介護支援 10.70円

訪問リハビリ／通所リハビリ／
短期入所生活介護／小規模多機
能型居宅介護／看護小規模多機
能型居宅介護（複合型サービス）

10.55円

通所介護／短期入所療養介護／
特定施設入居者生活介護／認知
症対応型共同生活介護／介護老
人福祉施設／介護老人保健施設
／介護療養型医療施設

10.45円

➡

サービス名 27年度 28年度 29年度 備　考
認知症対応型共同
生活介護（グルー
プホーム）

(公募) 1 カ所
公募で
事業者
を選定

定期巡回・随時対
応型訪問介護看護

随時受付 事前協
議が必
要

夜間対応型訪問介
護
認知症対応型通所
介護
地域密着型通所介
護 随時受付

小規模多機能型居
宅介護

現在整備中のもの以外
には整備予定なし

公募で
事業者
を選定

看護小規模多機能
型居宅介護
地域密着型特定施
設入居者生活介護
地域密着型介護老
人福祉施設入所者
生活介護

と　き
(受け付けは10分前まで) 内　容

5月11日（月）
午後 2時～ 4時 妊娠中の生活、歯の話

5月15日（金）
午後 2時～ 3時30分 骨密度測定、栄養の話

5月22日（金）
午後 2時～ 4時

お産の流れと体の回復、
体操、産後の過ごし方

5月23日（土）午前
9時30分～11時45分

赤ちゃんの沐
もくよく

浴、妊婦疑
似体験、 これからに向けて

介護報酬を改定～介護報酬を改定～
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　本市の目指すまちの姿「ともに織りなす　活力と個性　きらめくまち」の
実現のため、九つの将来目標を立てて、より効率的で質の高い行政サービス
の提供ができるよう、目標に沿って次の通り、事業を展開していきます。

九つの将来目標と主な施策

	１	 笑顔あふれる　健やかなまち
○（新規）妊婦歯科健康診査事業　110万円 [財源内訳　市の負担額110万円]
　妊娠16～27週の妊婦を対象に、歯周疾患を予防する歯科健診を実施。
○（拡充）市民の健康体力づくり事業　292万円[財源内訳　繰入金50万円、市の負担
額242万円]　
　“スポーツの力で座間を元気に！”すべく、住民総参加型のスポーツイベント「チャ
レンジデー2015」を 5月27日（水）に開催。

○（拡充）市営プール施設改修事業　 1億1,240万円 [国庫支出金4,290万円、市の負
担額6,950万円]
　立野台プールの老朽化に対応するため、プール槽などの設備改修を実施。
○（拡充）学校体育施設開放事業　710万円 [財源内訳　使用料76万円、市の負担額634
万円]
　市内全小学校の体育施設に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設置。

	2	 支え合い　思いやりに満ちた　やすらぎのまち
○（拡充）保育所運営費負担事業　10億5,603万円[財源内訳　分担金及び負担金 2億
806万円、 国庫支出金 3億4,949万円、県支出金 1億7,475万円、市の負担額 3億2,373
万円]
　子ども・子育て支援新制度の施行により、保育の質の充実を図ります。
○（拡充）児童ホーム管理運営事業　 1億3,400万円 [財源内訳　分担金及び負担金
3,184万円、県支出金3,082万円、市の負担額7,134万円]
　「座間市こども・子育て支援事業計画」に基づき、平成28年度に児童ホームを 1カ
所増設するための準備を進めます。

○（拡充）子育て支援センター管理運営事業　3,902万円 [財源内訳　国庫支出金836
万円、県支出金836万円、市の負担額2,230万円]
　平成27年 6 月開設予定の第 ３子育て支援センターの開設の準備を進めます。
○（拡充）私設保育施設助成事業　4,576万円 [財源内訳　国庫支出金1,501万円、県
支出金780万円、市の負担額2,295万円]
　認可化移行を目指す認可外保育施設に対し、補助金を交付。
○（拡充）老人福祉施設建設助成事業　9,942万円[財源内訳　市の負担額9,942万円]
　平成27年 7 月に３0床増床予定の「第二座間苑」、平成27年11月に新規開所予定の「（仮
称）座間太陽の家」に対し、建設補助金を交付。

○（拡充）児童館施設整備事業　170万円 [財源内訳　市の負担額170万円]
　市内全児童館の非常灯も含めた照明器具をLED化。

	3	 共に考え　共に歩む　安心のまち
○（継続）新消防庁舎建設事業　 3億6,690万円 [財源内訳　国庫支出金3,267万円、
繰入金1,267万円、市債 2億4,050万円、市の負担額8,106万円]
　新消防庁舎建設に伴う、実施設計および建設用地の購入。
○（拡充）高規格救急車整備事業　3,871万円 [財源内訳　国庫支出金1,652万円、市
債1,060万円、市の負担額1,159万円]
　平成28年 4月に開院予定の座間総合病院に設置する「派遣型救急ワークステーション」
に高規格救急車を配備。

○（拡充）消防団組織編成事業　5,910万円 [財源内訳　県支出金282万円、諸収入790
万円、市の負担額4,838万円]
　消防団を中核とした地域防災力を強化するため、防火服上下80セットなど装備の充
実および処遇改善を図ります。

○（継続）番号制度対応システム事業　2,670万円 [財源内訳　国庫支出金550万円、
市の負担額2,120万円]
　番号制度導入に伴うシステムを改修。
○（継続）市民ふるさとまつり開催事業　650万円[財源内
訳　市の負担額650万円]
　開催第３0回を記念したイベントを実施。
○（拡充）安全安心まちづくり事業　543万円[財源内訳　
市の負担額543万円]
　通学路、犯罪多発地区などに防犯カメラ50基を設置。
○（継続）国際交流事業費　499万円 [繰入金351万円、市
の負担額148万円]
　次代を担う青少年同士の交流を目的に、平成 ３年11月から国際姉妹都市の提携を結
んでいるアメリカ合衆国テネシー州スマーナ市から中学生、高校生を受け入れ。

○（拡充）市営自転車駐車場運営事業　1,367万円 [財源内訳　使用料726万円、市の
負担額641万円]
　ＪＲ相模線入谷駅西口に市営自転車駐車場を開設し、整備。

	4	 のびやかに　豊かな心　はぐくむまち
○（拡充）小・中学校施設整備事業　 6億3,286万円 [財源内訳　国庫支出金　 1億
1,179万円、繰入金100万円、市債 3億8,390万円、市の負担額 1億3,617万円]
　外壁改修工事、トイレ改修などを実施。
○（新規）幼稚園子ども・子育て支援事業　 1億7,846万円 [財源内訳　国庫支出金
3,979万円、県支出金6,815万円、市の負担額7,052万円]
　子ども・子育て支援新制度の施行により、幼児教育の質の充実を図ります。
○（新規）北・東地区文化センター耐震化・エレベーター設置事業　 1億4,023万円[財
源内訳　国庫支出金4,690万円、市の負担額9,333万円]
　両文化センターにエレベーターを設置。
○（継続）中学校給食（選択式）導入準備事業　3,123万円 [財源内訳　市の負担額
3,123万円]
　市内 2中学校（東・栗原中学校）の中学校給食（選択式）を 2学期以降に試行実施。
○（拡充）市民文化会館管理運営事業　 2億4,186万円[財源内訳　使用料2,961万円、
市の負担額 2億1,225万円]
　開館20周年を記念し、特別記念事業を実施。
○（拡充）特別支援教育事業　3,925万円 [財源内訳　市の負担額3,925万円]
　特別支援教育補助員、障がい児介助員を増員。
○（新規）ブックスタート事業　142万円 [財源内訳　市の負担額142万円]
　新生児の保護者に絵本などを配布し、心の触れ合いを持つきっかけをつくります。

	5	 暮らし快適　魅力あるまち
○（継続）芹沢公園整備事業　 4億8,487万円[財源内訳　国庫支出金 2億1,650万円、
県支出金1,156万円、市債 2億3,980万円、市の負担額1,701万円] 　

　平成29年全園開園に向け、第四工区の用地の購入および第三・第四工区の園路、広
場や遊具を整備。

○（新規）キャンプ座間返還地公園、広場、緑地等整備事業　356万円[財源内訳　国
庫支出金140万円、市の負担額216万円] 　

　返還地の公園、広場の整備方針や整備内容などの基本計画を策定。
○（拡充）キャンプ座間返還地等道路整備事業　 1億2,300万円[財源内訳　国庫支出
金1,090万円、県支出金750万円、市の負担額 1億460万円]

　キャンプ返還地内 2号道路などの整備工事、市道３0号線西端部の用地の購入および
改良工事を実施。

○（拡充）市借上公営住宅運営事業　 1億54万円 [財源内訳　使用料8,850万円、国庫
支出金547万円、諸収入315万円、市の負担額342万円]

　現借上住宅に加え、市営住宅統廃合のため平成27年度から小田急電鉄（株）がリノ
ベーションした既存共同住宅を市営住宅として借上げ。

○（拡充）基地返還跡地利用促進事業　1,587万円[財源内
訳　市の負担額1,587万円] 　

　土地の賃借料および返還敷地の登記、測量などを実施。
○（拡充）北部地区総合交通対策事業　8,501万円[財源内
訳　国庫支出金1,340万円、市債1,800万円、市の負担額
5,361万円]

　市道 6号線歩道整備工事などを実施。
○（継続）西部地区総合交通対策事業　6,670万円[財源内
訳　国庫支出金2,788万円、市債2,050万円、市の負担額
1,832万円]

　市道 4号線改良工事に向けた用地の購入など。
○（拡充）総合交通計画推進事業　1,275万円 [財源内訳　
市の負担額1,275万円]
　神奈川中央交通（株）が整備するバス停上屋設置費に対
し、整備補助金を交付。

○（継続）小田急相模原駅前西地区市街地再開発事業　
　　5,230万円 [財源内訳　国庫支出金2,590万円、市債2,330
万円、市の負担額310万円]

　小田急相模原駅前西地区再開発事業（建物補償費）に補
助金を交付。

○（継続）南東部地区総合交通対策事業　 3億8,707万円
[財源内訳　国庫支出金 1億9,354万円、県支出金230万
円、市債 1億4,250万円、市の負担額4,873万円]

　市道３8号線道路改良工事に向けた用地の購入、物件補償
委託および道路改良工事、並びに小松原交差点改良工事

　に関連した物件補償委託など。

	6	 きよらかな水　大切に守るまち
○（新規）市道38号線雨水災害対策事業　3,594万円 [財源内訳　市の負担額3,594万
円]

　市道３8号線雨水排水対策工事を実施。
○（継続）ひばりが丘排水区雨水災害対策事業　3,018万円 [財源内訳　市の負担額
3,018万円]

　ひばりが丘排水区雨水排水対策工事などを実施。

	7	 地球にやさしい　活力あるまち
○（継続）地下水保全基本計画改定事業　1,105万円 [財源内訳　繰入金1,105万円]
　地下水総合調査に基づき、座間市地下水保全基本計画を改定。
○（拡充）農業生産基盤整備事業　5,179万円 [財源内訳　県支出金1,918万円、市の
負担額3,261万円]

　市道新田宿70号線などの道路改修を実施。
○（拡充）リサイクルセンター管理運営事業　 1億4,646万円 [財源内訳　諸収入858
万円、市の負担額 1億3,788万円]

　老朽化したプラスチック製容器包装選別設備の更新。
○（拡充）塵芥収集事業　 1億1,506万円 [財源内訳　国庫支出金867万円、市の負担
額 1億639万円]

　災害用車両として、瓦
が

礫
れき

などを収集できるプレス車を購入。
○（拡充）企業投資促進事業　9,300万円 [財源内訳　市の負担額9,300万円]
　市内に新たな企業投資を行った事業者に対し、企業投資奨励金を交付。

	8	 未来志向　柔軟な発想　確かな行政経営
○（継続）総合計画推進事業　142万円 [財源内訳　市の負担額142万円]
　第四次座間市総合計画の中間見直しを実施。
○（継続）市マスコットキャラクター「ざまりん」ＰＲ推進事業　395万円[財源内訳
市の負担額395万円] 　

　「ざまりん」を広く活用し、市の魅力を内外に発信。
○（新規）ファシリティマネジメント推進事業　77万円 [財源内訳　市の負担額77万
円]

　既に策定済みの公共施設利活用指針と併せ、都市のインフラの整備計画を加えた「（仮）
座間市アセットマネジメント基本方針」を策定。

○（拡充）市債償還元金・利子等　25億4,869万円 [財源内訳　市の負担額25億4,869
万円]

　従来は、 1年から 5年までの据置期間を設け借入金の償還を開始していましたが、
平成26年度以後の市債借入分からは、据置期間を設けず翌年度から償還を開始する
ことで債務の早期解消を図ります。

	9	 市民起点　的確な判断と行動　信頼される行政運営
　計画推進のために必要な事業を継続して行っていきます。

多くの市民の皆さんと共に
つくりあげる「市民ふるさ
とまつり」

基地返還跡地に建設中の座
間総合病院

小田急相模原駅前の再開発
の完成予想イメージ
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［用語解説］
歳　入
市 税 市民税や固定資産税などの市に納められる税金
国 庫 支 出 金 国から交付される補助金や負担金など
市 債 公共施設の整備などをするときに借りる市の借金
県 支 出 金 県から交付される補助金や負担金など

地 方 交 付 税 国税として納められた後、地方公共団体の財政需要により
配分される税金

地 方 消 費 税
交 付 金

県に納められた地方消費税の 2分の 1に相当する額を、市
町村の人口および従業員数で案分して、各市町村に交付さ
れるお金

繰 入 金 積み立てられた基金などから引き出すお金
繰 越 金 前年度から繰り越されるお金
そ の 他 使用料・手数料など

平成27年度会計別予算（▲はマイナス)
（単位：千円）

区　分 平成27年度 平成26年度 前年度予算との比較 (伸び率)

一 般 会 計 39,366,148 38,114,733 1,251,415 (    3.3％)

特
別
会
計

国民健康保険
事 業 16,900,041 14,876,504 2,023,537 (   13.6％)

公共下水道事業 3,007,403 3,171,384 ▲ 163,981 (  ▲ 5.2％)

介護保険事業 7,255,962 6,789,588 466,374 (    6.9％)

後期高齢者医療
保 険 事 業 1,250,856 1,194,452 56,404 (    4.7％)

小 　 　 計 28,414,262 26,031,928 2,382,334 (    9.2％)

水 道 事 業 会 計 3,082,186 3,601,911 ▲ 519,725 ( ▲ 14.4％)

合　　　計 70,862,596 67,748,572 3,114,024 (    4.6％)

歳　出（性質別）

性
　
質
　
別

人 件 費 市職員給与、市議会議員報酬などの経費
物 件 費 臨時職員賃金、業務委託料などの経費
維持補修費 公共用施設などの効用を保全するための経費
扶 助 費 生活保護、児童手当、医療扶助などに支出される経費
補 助 費 等 負担金、補助金、交付金などの経費

そ の 他 市の借金の元金と利子を支払うための公債費や一般会計と
特別会計の間で相互に支出される繰出金などの経費

投資的経費 道路の整備や公共施設建設などのための経費
※歳出（目的別）の用語については、「市民一人当たりの年間支出」を参照してください。 
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国庫支出金
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その他
2,195,275千円　5.6％

その他市税
4.9％

地方消費税交付金
1,864,550千円　4.7％

繰入金
1,252,380千円　3.2％

繰越金　700,000千円　1.8％

県支出金
2,226,902千円

5.7％

地方交付税
2,090,019千円

5.3％

市債
3,204,700千円

8.1％

市税
18,062,331千円
45.9％

歳出総額
39,366,148千円土木費

3,793,533千円　9.6％

総務費
5,008,746千円
12.7％

民生費
17,477,341千円
44.4％

その他
784,413千円　2.0％

教育費
4,239,564千円　10.8％

公債費
2,548,687千円　6.5％

消防費
2,182,464千円　5.5％

衛生費
3,331,400千円　8.5％

歳入

歳出（目的別）

な
り
ま
し
た
。
例
年
、
扶
助
費

の
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

予
算
総
額
が
膨
ら
む
一
つ
の
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
　
出

歳
　
入

市民一人当たりの年間支出（カッコ内は対前年度増減額）
歳出合計　303,568円

民生費 総務費 教育費 土木費

134,775円
(+2,078円)

38,625円
(+3,447円)

32,693円
(+2,429円)

29,253円
(+2,290円)

高齢者や障がい者
への生活支援、保
育所の運営など福
祉のために

企画・立案や内部
管理に

学校教育、文化・
スポーツの充実に

道路や公園など公
共の場の整備に

衛生費 公債費 消防費 その他

25,690円
(+937円)

19,654円
(▲ 2,599円)

16,830円
(+2,120円)

6,048円
(+97円)

ごみ処理などの生
活環境の推進に

市が借りたお金の
返済に

安全を守る消防や
救急業務に

商業や農業の振興、
議会運営に
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お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜〜金曜日の午前₈時３０分〜
午後₅時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

5
月
27
日
（
水
）
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
参
加
を
！

　　　　　　　　　　　　　　　　　

生ごみゼロの生活を！
〜生ごみ処理機・堆肥化容器の

購入費を助成〜

　 市では、「電動式生ごみ処理機」
や「生ごみ堆肥化容器」を購入する
世帯を対象に購入費補助金制度を設
けています。処理機や堆肥化容器は、
家庭から出る生ごみの減量・リサイ
クルに大変有効です。ぜひご利用く
ださい。
○電動式生ごみ処理機
補助額＝購入価格の 4分の ３（100円
未満切り捨て、上限 5万円）
○生ごみ堆肥化容器
補助額＝購入価格の10分の 9（100円
未満切り捨て、上限 5千円）
　助成制度を利用するには、事前の
申し込みが必要です。購入後の申し
込みは補助の対象となりませんので、
必ず購入前に電話で担当にお申し込
みください。詳しくは、担当へお問
い合わせください。
担当� 資源対策課
� ☎046（252）7985　5046（252）7616

不要な未使用食器を
集めています

　市では、燃えないごみの減量化と
再利用を推進するため、ご家庭で不
要となった未使用の食器を回収し、
安価で販売する取り組みを行なって
います。不要な未使用の食器があり
ましたら、リサイクルプラザ（東原
二丁目16番10号）までお持ちくださ
い。
※対象は未使用の食器のみで、リサ
イクルプラザへ直接お持ち込みくだ
さい。持ち込みができない場合は、
「リサイクル希望」などと書いた紙
を食器に貼り、燃えないごみの日に
出してください。品物がそろいしだ
い、順次展示販売を行う予定ですの
で、より多くの品物が集まるよう、
皆さんのご協力をお願いします。
担当� 資源対策課
� ☎046（252）7985　5046（252）7616

特別養護老人ホーム
「太陽の家座間」入所者募集

　高齢者保健福祉計画に基づき特別
養護老人ホーム「太陽の家座間」が
新築されることに伴い、10月から入
所できるようになります。入所を希
望する場合は施設にお問い合わせく
ださい。
対象＝要介護認定 ３以上　入所申込

書の配布場所＝市役所 1階福祉長寿
課、太陽の家座間開設準備室（座間
2−861− 1）　問い合わせ先＝同準
備室☎046（206）4３19
担当� 福祉長寿課
� ☎046（252）7127　5046（256）３600

手話通訳者・要約筆記者を
ご利用ください

　日常生活の中で手話通訳者または
要約筆記者に通訳を依頼することが
できます。※事前に登録が必要。詳
しくは担当へお問い合わせください。
対象＝身体障害者手帳をお持ちの聴
覚・音声・言語機能障がい者　　
担当� 障がい福祉課
� ☎046（252）7978　5046（252）704３

小・中学校の就学費用を援助

　小・中学生の保護者で経済的にお
困りの方を対象に、就学費用の一部
を援助しています。援助内容は、学
用品や給食、医療、校外活動、修学
旅行などに掛かる費用です。対象者
の条件や申込方法など、詳しくは、
学校を通じて保護者に配布される「就
学援助制度のお知らせ」をご覧くだ
さい。
担当� 学校教育課
� ☎046（252）87３9　5046（252）4３11

高等学校卒業程度認定試験

　高等学校を卒業していないなどの
事由で大学などの受験資格が無い方
に、高等学校卒業者と同等以上の学
力があるかを認定する試験を行いま
す。合格者には大学、短期大学、専
門学校の受験資格が与えられます。
試験日＝ 8月 4日（火）・ 5日（水）
会場＝青山学院大学相模原キャンパ
ス他※詳しくは、担当で配布する受
験案内をご覧ください。
担当� 教育指導課
� ☎046（252）87３2　5046（252）4３11

市民の皆さんの地域への
「想い」を形に !

〜講座企画運営団体を募集〜

　市では市民団体の協力を得て、地
域課題を解決に導くような市民講座
を開催しています。今年度も企画・
運営する市民団体を募集します。
①市民自主企画講座の企画運営団体
を募集　団体の条件＝市内で継続的
に活動していて、 5人以上の会員を
擁すること。政治、宗教および営利
を目的としないこと　講座のテーマ
＝「高齢社会」「地域の環境問題」
など社会全般にわたるもの　委託金
額＝上限 5万円
②家庭教育講座の企画運営団体を募
集　団体の条件＝子育てについて継

続的に学習活動している団体。子育
て中の親向けの講座を企画・開催し、
会員と一般市民がともに学べること。
政治、宗教および営利を目的としな
いこと　講座のテーマ=「子育てと
地域社会」「食育について」など子
育て中の親が抱えている課題　委託
金額＝上限 ３万円　①②共通の申込
方法＝市役所 5階生涯学習課に備え
付けまたは市ホームページからダウ
ンロードした事業企画書、収支予算
書に必要事項を記入し、5月15日（金）
までに直接担当へ
担当� 生涯学習課
� ☎046（252）8472　5046（252）4３11

子育て情報誌「ざまっぷ」を
一緒に作りませんか ?

　子育て情報誌「ざまっぷ」は、市
内の公園マップや公共施設の案内な
ど、子育てに必要な情報を満載した
情報誌です。市では、来年度に改訂
版を発行するため、編集に協力して
いただけるボランティアを募集しま
す。子育て中の方、パソコンやイラ
ストが得意な方、編集作業に関心が
ある方など、皆さんの応募をお待ち
しています。
募集人数＝10人程度　編集期間＝ 6
月～平成28年 ３ 月（月 1～ 2回の編
集会議）　内容＝誌面の企画、情報
収集、編集作業※賃金はなし。必要
経費は市が負担。　応募方法＝ 5月
8日（金）までに電話、ファクスま
たは直接担当へ
担当� 生涯学習課
� ☎046（252）8472　5046（252）4３11

市選挙管理委員会委員長に
東條淳さんを選任

　市選挙管理委
員の任期満了に
伴い、 ３月11日
付けで次の皆さ
んが委員に就任
しました。〇東
條淳さん（東原
３丁目。再任）〇古谷文利さん（相
武台 2丁目。再任）〇佐々木和彦さ
ん（入谷 4丁目。再任）〇中村秀司
さん（東原 ３丁目。新任）
　委員の互選により、委員長には東
條委員（写真）、委員長職務代理者
には古谷委員が選任されました。東
條委員長は平成 8年 8月に選挙管理
委員に就任し、現在 6期目、委員長
就任は前任期に引き続き2回目です。
今回選任された委員の任期は平成27
年 ３ 月11日から平成３1年 ３月10日ま
でです。
担当� 選挙管理委員会事務局
� ☎046（252）8481　5046（255）３550

交通事故件数

件数 死者 負傷者
27年 99 0 110
26年 119 1 1３３
増減 -20 -1 -2３

平成27年 1 月 1 日～ ３月３1日
（物件事故を含まず）

消防件数

消防車（件） 救急車（件）
３月 1月～３月（累計） ３ 月 1月～３月（累計）

27年 48 181 419 1,３78
26年 69 21３ 479 1,456
増減 -21 -３2 -60 -78

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス☎046（251）1３99へ。

健康水中ウオーキング

とき＝ 5月18日（月）・20日（水）・
22日（金）いずれも午後 1時３0分～
2時３0分※初回は午後 1時～。（全
３回）　ところ＝協栄スイミングク
ラブ座間（座間 2−2３9）　内容＝水
中を歩くことから始めて、水の中で
腕や足の運動をすることにより足腰
を強くし、風邪などになりにくい体
をつくる　対象＝市内在住・在勤者　
定員＝50人（申込順）　参加費＝無
料　持ち物＝水着、水泳帽子、バス
タオル、ロッカー代100円（返却制）
申込方法＝ 5月 8日（金）までに電
話、ファクスまたは直接担当へ
担当� スポーツ課
� ☎046（252）8177　5046（255）３550

市総合体育大会〜剣道競技の部〜

とき＝ 6月 7日（日）午前 9時～午
後 5時　ところ＝スカイアリーナ座
間（市民体育館）中体育室　種目＝
個人戦（小学 1・ 2年生の部、小学
３・ 4年生の部、小学 5・ 6年生男
子の部、小学 5・ 6年生女子の部、
中学生男子の部、中学生女子の部、
高校生男子の部、高校生女子の部、
一般男子の部、一般女子の部）　団
体戦（ ３人制、中学校男女別）　対
象＝市内在住・在勤・在学者、市剣道
連盟会員　費用＝個人戦800円（当日
可）、団体戦無料　申込方法＝ 5月
8日（金）までに郵送または電話で
〒242−0006大和市南林間 7−25−11
☎046（27３）0406（土田）へ※車で来
る場合は臨時駐車場（消防本部訓練
場）に駐車してください。
担当� スポーツ課
� ☎046（252）8177　5046（255）３550
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お口と栄養の講習会
〜若々しいお口でおいしく

食べよう〜

とき＝ 5月14日（木）午後 2時～ 4
時　ところ＝相模が丘コミュニティ
センター　内容＝口が渇く、むせや
すい、固い物が食べにくいなど口の
中の不具合や年齢にあった栄養バラ
ンスに悩んでいませんか？口の中を
爽やかに保ちおいしく食事をとるた
めの工夫について歯科衛生士と管理
栄養士による講話　対象＝おおむね
65歳以上の方　定員＝40人（申込順）
参加費＝無料　持ち物＝小さめの鏡、
筆記用具　申込方法＝ 5月1３日（水）
までに電話、ファクスで担当へ
担当� 介護保険課
� ☎046（252）7084　5046（252）82３8

演劇体験講座
「新しい自分を発見する」

とき＝ 6月 5日・12日・19日・26日・
7月 ３日・10日・17日・24日いずれ
も金曜日午後 7時から 9時３0分まで
（全 8回）　ところ＝ハーモニーホ
ール座間（市民文化会館）リハーサ
ル室他　内容＝脚本について読みを
中心に、発声の基礎、感情の込め方
などを学びつつ「発声の仕方で様々
な表現方法がある」などコミュニ
ケーションの難しさと大切さを認識
する　対象＝中学生以上（演劇未経
験者歓迎）　定員＝20人（申込順）
参加費＝無料　申込方法＝ 5月22日
（金）までに電話、ファクスまたは
直接担当へ
担当� 生涯学習課
� ☎046（252）8476　5046（252）4３11

網戸張り替え講習会

とき＝ 5月 9日（土）午後 1時３0分
から 4時３0分まで　ところ＝リサイ
クルプラザ工房室　内容＝網戸の張
り替えの実習　対象＝市内在住・在
勤・在学者　定員＝12人（申込順）　
参加費＝３00円（材料代）　持ち物＝
筆記用具、軍手　申込方法＝電話ま
たは直接担当へ（ファクスでの申込
不可）
担当� リサイクルプラザ
� ☎046（252）796３　5046（252）7964

北地区文化センター
1０42（747）３３6１　5０42（747）8５42

◆フリースペース
　「座間不登校を語る会」と協力し、
不登校で悩んでいる子どもと親の居
場所として図書室を開放しています。
ほんの少し勇気を出して足を運んで
みませんか？
とき＝毎週火曜・木曜日の午後 5時
～ 7時　内容＝不登校児の学習支援
など　問い合わせ先＝電話、ファク
スまたは直接同センターへ※「フリ
ースペース」では子どもたちに勉強
を教えるボランティア協力者なども
募集しています。
◆不登校を語る会
　不登校などで悩んでいる保護者が
悩みや情報を共有する会です。

とき＝毎月第 1金曜日午前10時～正
午　内容＝不登校などについての話
合い　問い合わせ先＝電話、ファク
スまたは直接同センターへ
◆北文おもちゃ病院開院
とき＝ 5月 9日（土）午前10時～正
午（受け付けは午前11時３0分まで）
内容＝壊れたおもちゃの修理※修理
できない物もあります。　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝20
人（先着順）　費用＝無料※部品代
などは実費。　参加方法＝当日直接
同センターへ

東地区文化センター
1０46（2５３）０78１　5０46（2５３）０789

◆サマーアイランド子ども・おとな
　実行委員募集
　毎年夏休み恒例の祭り「サマーア
イランド」の実行委員（小・中学生、
高校生、サポート役の大人）を募集
します。
とき＝第1回実行委員会 5月9日（土）
午後 1時３0分～ 4時　内容＝ 7月中
旬に行う予定の祭りの企画、準備、
運営※ 8月までの間に月 1～ 2回。
対象＝小学 5年生から大人まで　申
込方法＝ 5月 1日（金）までに電話、
ファクスまたは直接同センターへ
◆ひがしフリースペース・相談会
　不登校、学校を休みがちな児童、
生徒の居場所として、フリースペー
スを運営しています。保護者の相談
も行っていますのでご利用ください。
とき＝毎週水曜日午後 5時～ 7時の
間　内容＝自由に話したり、遊んだ
り、勉強したりする　対象＝現在学
校に行かない、行けない児童・生徒　
参加費＝無料　問い合わせ先＝電話
または電子メール（koumin_e@city.
zama.kanagawa.jp）で同センター
へ※電子メールの場合は件名に「み
んなで話そう」と書いて送信してく
ださい。

図書館
1０46（2５５）１2１１　5０46（2５2）５7０4

◆こどもシアター
とき＝ 4月26日（日）午前10時３0分
～正午　ところ＝講座室　内容＝「は
れときどきぶた」「ちいさなゆうび
んひこうき　ペドロ」　入場＝自由　
※フィルムなどの事情により一部変
更になる場合があります。
◆〈世界一周〉おはなしの旅
とき＝毎月第 4土曜日午後 2時～ 2
時３0分※ 4・ 8月はお休み。　とこ
ろ＝子どもおはなし室　内容＝素話
中心のお話会　対象＝小学生～大人　
入場＝自由

青少年センター
〒2５2-００2３立野台 １ - １ - 4

1０46（2５３）84１１　5０46（2５9）2１6３

◆高校生から楽しく学ぼう！感謝の
　花をアレンジメント
とき＝ 5月10日（日）午前10時～正
午　内容＝母の日のプレゼントにフ
ラワーアレンジメントを作る　講師
＝県立中央農業高等学校フラワーデ
ザイン部員　対象＝市内在住の小・
中学生　定員＝３0人（多数抽選）

参加費＝千円（材料費）　持ち物＝
筆記用具、タオル 1枚（手拭き用）、
作品を持ち帰るための袋　申込方法
＝ 4月25日（土）までに往復はがき
（ 1枚につき一人）に氏名（ふりが
な）、学校名、学年、住所、電話番
号、「感謝の花」参加希望と明記し、
同センターへ郵送（当日必着）また
は必要事項を記入したメモに返信用
はがきを添えて直接持参
◆君も陶芸家？〜すてきな贈り物を
　手作りしよう（全 2 回）
とき＝① 5月2３日（土）午前10時～
午後 0時３0分② 6月1３日（土）午後
1時３0分～ ３時　内容＝①大切な人
のプレゼントに陶器を 1点作る②陶
器完成品を渡し、プレゼントカード
作り・ラッピング　講師＝座間陶芸
会　志村勝彦さんと会員の皆さん
対象＝市内在住・在学の小学 4年生
～中学生で 2回とも参加できる方
定員＝20人（多数抽選）　参加費＝
700円（材料費など）　持ち物＝手拭
き用タオル、エプロン、新聞紙、筆
記用具　申込方法＝ 5月 5日（火）
までに往復はがき（ 1枚につき一人）
に氏名（ふりがな）、学校名、学年、
住所、電話番号、「君も陶芸家？」
参加希望と明記し、同センターへ郵
送（当日必着）または必要事項を記
入したメモに返信用はがきを添えて
直接持参

スカイアリーナ座間
1０46（2５５）００77　5０46（2５５）１１88

◆平成27年度スポーツ一日レッスン
　「親子でバドミントン」
とき＝ 5月 9日（土）午前 9時３0分
～11時３0分（午前 9時開場）　とこ
ろ＝大体育室　内容＝ウオーミング
アップ、基本練習、親子対抗ダブル
スゲーム　対象＝小学生と保護者（小
学生のみは参加不可）　定員＝３0組
（申込順）　参加費＝500円（ 2人一
組）　持ち物＝運動のできる服装、
室内用運動靴、タオル、バドミント
ンラケット（お持ちの方）　申込方
法＝事前に参加費を持って直接市民
体育館へ（現金の取り扱いは午後 5
時まで）※電話予約可、ただし 1週
間以内に手続きをしてください。

◆平成27年国勢調査調査員
募集人数＝6３0人程度　応募資格＝責
任を持って調査事務を遂行でき、調
査内容の秘密を厳守できる20歳以上
の健康な方（税務、警察、選挙関係
者を除く）　任命期間＝8月29日（土）
～10月28日（水）業務内容＝説明会
への出席、担当調査区内の地図など
の作成、インターネット回答関係書
類の配布、調査票の配布および回収、��
未提出世帯の訪問、市への調査票の
提出など　報酬＝調査終了後に担当
調査区数などに応じて支払われます　
応募方法＝ 6月12日（金）までに直
接担当へ

担当� 情報システム課
� ☎046（255）1111 （内線３３20） 　

5046（255）３550
◆①児童ホーム指導員（非常勤職員）　
　②児童ホーム・児童館代替職員（日
　々雇用職員）
募集人数＝①②各若干名　応募資格
＝①教員免許、保育士資格、幼稚園
教諭の資格を有する方または子ども
に関する仕事をしたことがある方②
子どもが好きで健康な方　業務内容
＝①小学生の保育業務②小学生の保
育業務および児童館施設の管理・運
営業務　勤務期間＝①② 5月15日～
平成28年 ３ 月３1日　勤務日時＝①月
曜～土曜日（祝・休日、年末年始を
除く）の 5日間程度午後 1時～ 6時
３0分※土曜日、学校の長期休暇期間
中は午前 9時～午後 6時３0分。②児
童ホーム勤務時は月曜～土曜日（祝・
休日、年末年始を除く）の児童ホー
ム指導員不在日の午後 1時～ 6時３0
分※土曜日、学校の長期休暇期間中
は午前 9時～午後 6時３0分。児童館
勤務時は月曜～日曜日（水曜日、祝・
休日、年末年始を除く）の児童館指
導員不在日の午前 8時３0分～午後 5
時　勤務場所＝①児童ホーム②児童
ホームおよび児童館　賃金＝市規定
による　選考方法＝面接　応募方法
＝市販の履歴書（写真貼付）に必要
事項を記入の上、 4月25日（土）正
午までに本人が担当に持参　※採用
者の決定にあたり健康診断あり。
担当� 子育て支援課
� ☎046（252）7969　5046（252）704３
◆ざま男女共同参画プラン推進協議
　会委員
募集人数＝若干名　応募資格＝20歳
以上の市内在住者　内容＝「ざまの
男女共同参画社会の実現をめざして」
をテーマに、市の業務における男女
共同参画の取り組みを評価する　任
期＝ 5月～平成29年 ３ 月３1日　報償
＝会議出席一回につき千円　応募方
法＝「男女共同参画について」をテ
ーマにした千字程度の原稿（Ａ 4縦・
横書きの用紙に記入）と住所、氏名、
年齢、性別、職業（学生は学校名）、
電話番号を記入し 5月 1日（金）ま
でに郵送、ファクスまたは直接担当
へ
担当� 広報広聴人権課
� ☎046（252）8087　5046（252）0220

○子育てサロン新設記念バザー
とき＝ 4月27日（月）午前10時～午
後 2時　ところ＝あすなろの家（四
ツ谷）　内容＝新生児から140センチ
位までのキッズ服、おもちゃなどの
バザー（複数持ち帰り可、一部例外
有り）　対象＝どなたでも　参加費
＝３00円　問い合わせ先＝☎046（200）
8480（長瀬）へ

みんなの広場
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜日～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

担当 企画政策課　☎046（252）8287　5046（255）3550

　市では、子どもたちにごみの分別な
どを楽しく学んでもらうために、リサ
イクルゲームや紙芝居、子どもが楽し
める講座の他、ざまりんパッカー車
（ごみ収集車）の乗車体験などリサイ
クル体験講座「わくわくエコ遊び」の
出張を実施しています。10人以上の子
どもの集まりであれば、小学校や子ど
も会、地域のイベントなど、対象や要
望に合わせて内容を組み立てて実施し
ますので、お気軽に担当へご相談ください（参加人数や会場によって実施
できる内容が異なります）。
担当 資源対策課　☎046（252）7985　5046（252）7616

ざまりんがみんなに郵便を届けるよ！ざまりんがみんなに郵便を届けるよ！
～ざまりんバイクが市内を走ります～～ざまりんバイクが市内を走ります～

ざまりんパッカー車に乗ってみよう！ざまりんパッカー車に乗ってみよう！
～わくわくエコ遊びが出張します～～わくわくエコ遊びが出張します～

　姉妹都市のアメリカ合衆国スマーナ市から相互友好促進を目的に訪問団
が訪れます。 市では、 訪問団の青少年を受け入れるホストファミリーを募
集します。
○ 受入期間　 7月14日（火） ～26日（日）
○ 応募資格　受入時に市内在住、期間内の受入可（宿泊・食事の提供、送
迎など） 、家族または同居者全員の合意がある、家族または同居者に中
学生、高校生が一人以上いる
○ 募集数　20世帯程度（多数書類選考）
○ 応募方法　 5月15日（金） までに市役所 3階市民協働課で配布する応募
用紙（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入し、〒252‒
8566座間市役所市民協働課宛てに郵送または直接担当へ
◆説明会
○ と　き　 4月24日（金） 午後 7時～
○ ところ　サニープレイス座間（総合福祉センター） 3 階　研修室
○ 申込方法　事前に電話、ファクスまたは直接担当へ
担当 市民協働課　☎046（252）8035　5046（255）3550

ホストファミリーボランティア募集ホストファミリーボランティア募集

　市と緑化祭り実行委員会では、花や緑への関心を高め、緑があふ
れ、住み良いまちづくりを進めることを目的に「第34回座間市緑化
祭り」を開催します。
　爽やかな新緑の季節に花や緑とふれあい、春の楽しい一日をお過
ごしください。
○ と　き　 4月29日（水） 午前 9時30分～午後 3時
○ ところ　かにが沢公園
○ 入　場　自由
担当 緑化祭り実行委員会事務局（公園緑政課内）
 ☎046（252）7221　5046（255）3550

多様な緑を感じて多様な緑を感じて
暮らし続けるまち 座間暮らし続けるまち 座間

ざまりんパッカー車で
ごみの行き先を学びます

「新田宿・四ツ谷地区合同避難所開設訓練」
 （新田宿・四ツ谷地区自治会連合会） 
　新田宿・四ツ谷地区は、市の南西部に
位置し、神社仏閣の多い歴史のある地区
です。同地区では、 2 月14日に合同で避
難所開設訓練を実施し、約60人が参加し
ました。当日は、   「いっとき集合場所」
に集まり参加者を確認した後、避難所で
ある西中学校に徒歩で移動しました。同
校の体育館での避難所開設作業、炊き出し訓練、減災・防災対応訓練
など避難所の開設や運営に必要な訓練などを行いました。訓練は有益
な内容でしたが、事前に単位自治会で避難訓練などをしていけばもっ
と有効になると思います。また、市から配布されている「防災対策総
合ガイド」をより周知するため、自治会単位での各種講習会の開催が
必要だと考えます。
 新田宿・四ツ谷地区自治会連合会長　佐々木　忠雄

体育館での避難所開設訓練

　自治会は、市民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざまな
活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活動に
支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎5

046(252)8751までお問い合わせください。
担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域ででででででででででででたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいまままままままままままま活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心なななななななななななな地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

○ と　き　 5月 4日（月）  ・ 5 日（火） 午前10時～午後 4時
○ ところ　相模川グラウンド（座架依橋北側）
※大凧の掲揚は天候・風向きにより変更・中止する場合があります。
担当　大凧まつり実行委員会（商工観光課内）
☎046（252）7604　5046（255）3550

5月 4日・5日は5月 4日・5日は座間市座間市大大凧凧まつり！！まつり！！
百畳敷きの大凧が空を舞う！！

　座間郵便局のバイクのキャ
リーボックスをざまりんのイ
ラストでラッピングしたよ！
「ざまりんバイク」は区域内
の 5エリアに各 1台！日本郵
便（株）のバイクに自治体の
キャラクターがプリントされ
るのは初めてだよ！

　自然観察会、緑の相談室、手づくり花器と生け花体験、植木市、ポット
苗販売、いちにちどうぶつむら（動物ふれあい体験） 、パレード、ざまり
んスペシャルダンスショー、模擬店コーナー他

イベント

手づくり花器と生け花体験
パレード

ざまりんスペシャルダンスショー

市内を走るざまりんバイク

第34回座間市緑化祭り第34回座間市緑化祭り
4月29日
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